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＜火口周辺警報（噴火警戒レベル３、入山規制）が継続＞ 

霧島山（新燃岳）では、昨日（13 日）17 時 45 分に噴火が発生しました。 

昨日（13 日）及び本日（14 日）実施した聞き取り調査では、この噴火による降灰が主に新燃岳火

口から南東方向に分布しました。また小さな噴石（火山れき）が南東方向に降下したことを確認しま

した。 

【防災上の警戒事項等】 

新燃岳火口から概ね４km の範囲では、噴火に伴う弾道を描いて飛散する大きな噴石に警戒が必要

です。新燃岳火口から概ね３km の範囲では、噴火に伴う火砕流に警戒が必要です。 

風下側では降灰及び遠方でも風に流されて降る小さな噴石（火山れき）に注意が必要です。これま

での噴火では、風に流されて直径４cm 程度の小さな噴石（火山れき）が新燃岳火口から 10km を超え

て降りました。 

また、爆発的噴火に伴う大きな空振に注意が必要です。噴火警報等及び霧島山上空の風情報に注意

してください。 

降雨時には泥流や土石流に警戒が必要です。降雨に関する情報に注意してください。 
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○活動概況 

・噴煙などの表面現象の状況 

昨日（13 日）17 時 45 分に噴火が発生しました。灰白色の噴煙が火口縁上 4,000ｍまで上がり、

南東に流れました。この噴火による火砕流及び弾道を描いて飛散する大きな噴石は、観測されま

せんでした。噴火の発生は３月８日以来です。また、14 日に高感度カメラで確認できる程度の微

弱な火映を観測しました。 

 

・聞き取り調査及び現地調査（図１） 

昨日（13 日）及び本日（14 日）、鹿児島地方気象台、宮崎地方気象台及び熊本地方気象台が実

施した聞き取り調査では、噴火に伴う降灰の範囲は、主に新燃岳火口から南東方向に分布し日向

灘にまで達していました。また、直径１～４cm の小さな噴石（火山れき）が、新燃岳火口から南

東方向約９km の都城市夏尾町まで降下していました。 

 

・地震や微動の発生状況（図２） 

13 日 17 時 45 分、噴火に伴い発生した火山性微動は 13 日 18 時 50 分に終了しました。それ以

降、微動は発生していません。 

火山性地震は、12 日から 13 日にかけて多い状態でした。 

 

 

 

この火山活動解説資料は福岡管区気象台ホームページ（http://www.jma-net.go.jp/fukuoka/）や気象

庁ホームページ（http://www.seisvol.kishou.go.jp/tokyo/volcano.html）でも閲覧することができま

す。 

資料中の地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の『数値地図 25000(行政界・

海岸線)』を使用しています（承認番号 平 20 業使、第 385 号）。 
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・地殻変動の状況（図３） 

気象庁の高千穂河原観測点の傾斜計では、３月 11 日３時頃から始まった新燃岳側隆起の変化は

14 日 17 時 45 分の噴火に伴い沈降に転じ、隆起変化以前の状態に戻りました。これまでも、噴火

が発生した前後に、このような変化が認められる事例もありましたが、傾斜変化を伴わずに噴火

が発生する場合や、傾斜変動が認められても噴火が発生しない事例もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 霧島山（新燃岳） 13 日の噴火に伴う降灰及び小さな噴石の調査状況図 

（３月 13～14 日） 

噴火に伴う降灰の範囲は、主に新燃岳火口から南東方向に分布し日向灘にま

で達していました。直径１～４cm の小さな噴石（火山れき）が、新燃岳火口か

ら南東方向約９km の都城市夏尾町まで降下していました 

新燃岳 

鹿児島県 

● 降灰あり（聞き取り） 

■ 降灰あり（現地調査） 

○ 降灰なし（聞き取り） 

□ 降灰なし（現地調査） 
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図２ 霧島山 火山性地震の日別回数・火山性微動の日別積算時間速報値 

（2011 年１月１日～３月 14 日 14 時）

 13 日 17 時 45 分、噴火に伴い発生した火山性微動は 13 日 18 時 50 分に終了しました。それ以降、

微動は発生していません。 

 火山性地震は、12 日から 13 日にかけて多い状態でした。 

図３ 霧島山（新燃岳） 高千穂河原観測点傾斜計（南北成分）の時間変化（10 日 00 時～14 日 14 時）

  気象庁の高千穂河原観測点の傾斜計では、３月 11 日３時頃から始まった新燃岳側隆起の変化は 14 日 17

時 45 分の噴火に伴い沈降に転じ、隆起変化以前の状態に戻りました。これまでも、噴火が発生した前後

に、このような変化が認められる事例もありましたが、傾斜変化を伴わずに噴火が発生する場合や、傾

斜変動が認められても噴火が発生しない事例もあります。 

傾斜変化の始まり 噴火 

東北地方太平洋沖地震に伴う変化0.1μradian 

地震によるステップ 


